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 1. 意思決定支援とデータマイニング，2. 企業情報システム，3. 経営戦略，情報
戦略，4. 生産システム，生産管理，5. 社会情報システム，6. 情報管理，7. 情報
投資と投資効果評価，8. 情報ネットワーク，9. 情報倫理，10. 人工知能，11. 人
材教育，人材管理，リーダーシップ，12. 組織論，組織文化，13. 電子政府，電子自
治体，14. エージェントベースアプローチ，15. シミュレーション，16. セキュリ
ティー，17. セマンティックWeb，18. ナレッジマネジメント，19. ビジネスモデ
ル，ビジネスプロセス，20. プロジェクト管理，21. マーケティング，22. ユビキ
タスコンピューティング，モバイルコンピューティング，23. EA，24. Eビジネス・
E コマース，25. E ラーニング，26. HCI（Human Computer Interaction），27. 
IS・情報教育，28. IS開発（分析，設計，実装）と運用，29. IT/ISの国際比較，30. 
IT政策，31. IT管理，32. SCM 









 1. 経営戦略，2. 教育・学習，3. 情報システム，4. ナレッジ・マネジメント，
5. イノベーション，6. 人材・能力開発，7. 政府・自治体，8. 官の情報システム，
9. 業務・企業評価，10. 起業・事業開発，11. マーケティング，12. 意思決定，
13. 情報ガバナンス，14. Eビジネス，15. 情報化社会，16. SCM，17. システ
ム評価，18. ビッグデータ，19. 中小企業の IT，20. 組織と業務プロセス，21. IS
リサーチメソッド，22. 数理モデル，23. ソーシャルメディアとシミュレーション，






















































































































































































































































  ：プリンシパルの効用 
c  ：プリンシパルの意思決定変数（情報完備化コスト） 
)(eU  ：エージェントの意思決定時の効用 
)(* eU  ：エージェントのポテンシャル効用 
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